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（
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続
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市
政
全
般
に
わ
た
り　

名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

５
／　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委

１７

員
会
行
政
視
察
…
茨
城
県

取
手
市
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　
　

・
代
表
者
会
議

１８

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２１

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第　

２６

９７

回
定
期
総
会
（
書
）

　
　
　

・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

２８

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
／
４
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　

７
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

８
・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
企
画
総
務
分
科
会

　
　
　

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
民
生
教
育
分
科
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

１４

　
　
　

・
都
市
環
境
分
科
会

　
　
　

・
予
算
決
算
常
任
委
員
会

１６

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１７

　
　
　

・
第
２
回
定
例
会
本
会
議

２１

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委

員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

２８

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

３０

第
２
回
臨
時
会

７
／
１
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
１
０
０
回
理
事

会
…
東
京
都
千
代
田
区

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》
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安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》
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長
�　

未
紗 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》
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守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》
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松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》
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美
濃
口　

集 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》
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相
武
台
東
小
学
校
の
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
北
側
に
は
、
水
の
神
様

と
し
て
古
く
か
ら
地
域
住
民
に
守

ら
れ
て
き
た
白
髪
弁
財
天
社
が
あ

り
ま
す
。
教
育
委
員
会
が
発
行
し

て
い
る
「
座
間
む
か
し
む
か
し
」

に
よ
る
と
、
市
内
を
流
れ
る
目
久

尻
川
の
水
源
は
こ
の
白
髪
弁
財
天

社
付
近
と
な
っ
て
お
り
、
川
は
下

流
の
３
市
１
町
を
蛇
行
し
な
が
ら

相
模
川
と
合
流
し
て
い
ま
す
。
白

髪
弁
財
天
社
か
ら
栗
原
遊
水
地
ま

で
の
約
１
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
生
活
排
水
が
直
接
河
川

に
流
れ
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

生
活
排
水
対
策
へ
の
社
会
的
意
識

が
高
ま
る
中
、
目
久
尻
川
上
流
の

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
今
後

の
公
共
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い

て
、
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

目
久
尻
川
上

流
の
市
街
化
調
整
区
域
は
、
公
共

下
水
道
本
管
の
整
備
が
必
要
と
な

る
箇
所
で
す
。
本
管
布
設
に
当
た

り
、
費
用
対
効
果
や
公
共
下
水
道

使
用
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て
計
画

を
策
定
し
、
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
及
び
令
和
５
年
度
は
、
他
地

域
の
市
街
化
調
整
区
域
の
中
で
、

市
道
に
公
共
下
水
道
本
管
が
既
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
汚
水
ま

す
設
置
及
び
取
付
管
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
目
久
尻
川
上
流
の

市
街
化
調
整
区
域
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
度
以
降
の
整
備
と
な
り

ま
す
。

　

新
田
宿
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ベ
ン
チ

裏
の
壁
に
落
書
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
落
書
き
さ
れ
て
い
る
壁
に
野

球
を
し
て
い
る
ざ
ま
り
ん
の
絵
を

描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
書
き
は

減
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
で
す
が
、
現
状
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
砂
利
が
非
常
に
多
く
、

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
子
供
か
ら

大
人
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
軽
い
砂
を
現
状
の
土

の
上
に
敷
く
こ
と
や
以
前
の
相
模

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
に
野
芝
を

活
用
し
た
対
応
は
考
え
て
い
な
い

の
か
、
当
局
の
見
解
を
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　

健
康
部
長　

施
設
へ
の
落
書
き

に
つ
い
て
、
今
回
は
職
員
が
塗
装

す
る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
が
、

相
模
原
市
の
女
子
美
術
大
学
の
学

生
が
、
実
費
で
絵
を
描
く
対
応
が

で
き
る
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
落
書
き
さ
れ
な
い
こ
と
を

願
い
ま
す
が
、
再
び
落
書
き
さ
れ

た
際
に
備
え
て
、
サ
イ
ズ
や
高
さ

な
ど
、
対
応
の
可
能
性
を
相
談
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
土
の

投
入
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
部

分
だ
け
で
も
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル

あ
る
こ
と
か
ら
、
状
態
や
必
要
な

範
囲
を
見
極
め
な
が
ら
、
適
宜
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
野
芝

に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
一
人
一

人
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
現
行
は
対
象
が

中
学
３
年
生
ま
で
、
養
育
者
の
所

得
制
限
あ
り
と
し
て
い
る
本
市
の

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

小
児
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
の
撤
廃
と　

歳
ま
で
の
拡

１８

充
を
公
約
で
掲
げ
ま
し
た
が
、
現

在
の
対
象
年
齢
で
あ
る
中
学
３
年

生
ま
で
の
助
成
に
つ
い
て
、
所
得

制
限
の
撤
廃
に
向
け
た
検
討
を
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

【
再
質
問
】　

中
学
３
年
生
ま

で
所
得
制
限
な
し
と
し
た
場
合
、

対
象
人
口
の
増
は
２
９
７
９
人
、

経
費
負
担
の
増
は
８
９
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。
一
方
、　

歳
ま
で

１８

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
、
所
得
制

限
に
現
行
の
児
童
手
当
の
所
得
制

限
基
準
を
適
用
す
る
と
、
対
象
人

口
の
増
は
３
４
９
０
人
、
経
費
負

担
の
増
は
８
２
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

を
段
階
的
に
行
う
と
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
方
が
、対
象
人
口
も
多
く
、

経
費
負
担
も
少
な
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ま
ず
は
所
得
制
限
の
撤

廃
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
指
示

し
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

や
優
先
順
位
な
ど
を
総
合
的
に
考

え
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在
宅
時
間

の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
排

出
量
は
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
の
現

状
と
課
題
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
現
業

職
員
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。ま
た
、

ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
現

業
職
員
は
、
様
々
な
啓
発
活
動
を

行
う
こ
と
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
心
強
い
存
在
で
す
。
安
定
し
た

収
集
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
人

員
確
保
や
災
害
時
の
即
応
だ
け
で

は
な
く
、
収
集
業
務
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
市
民
の
声
や
市
内
の
情
報
、

そ
し
て
清
掃
業
務
に
お
け
る
知
見

を
有
す
る
職
員
が
、
循
環
型
社
会

形
成
に
向
け
た
取
組
に
参
画
す
る

意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

令
和
２
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
可

燃
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
分
別
排
出
の
徹
底
や

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
草
木
類
の
巡
回
収
集
の

試
行
等
を
行
っ
た
こ
と
で
、
再
び

減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
今
後
は
試

行
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
事
業
継

続
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

現
業
職
員
の
知
見
を
生
か
し
た
効

率
の
よ
い
収
集
を
目
指
し
ま
す
。

ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
検

討
項
目
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
機

会
を
捉
え
て
三
市
清
掃
行
政
連
絡

協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
ホ
ー
ム
の
児
童
一
人
当
た

り
の
面
積
は
、
国
の
省
令
基
準
で

お
お
む
ね
１
・
６
５
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
従
う
べ
き
基
準
で

は
な
く
参
考
に
す
る
参
酌
基
準
で

あ
る
た
め
、
本
市
で
は
国
の
省
令

基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
児
童

一
人
当
た
り
１
・
３
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
各
児
童

ホ
ー
ム
を
見
て
回
る
中
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
一
角
や
学

校
教
室
の
一
角
と
い
っ
た
狭
い
ス

ペ
ー
ス
で　

人
か
ら　

人
の
児
童

４０

５０

が
集
ま
る
こ
と
は
３
密
を
避
け
ら

れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
度
に
ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原

児
童
ホ
ー
ム
を
旭
小
学
校
に
移
転

し
ま
す
が
、
移
転
先
の
児
童
ホ
ー

ム
の
児
童
一
人
当
た
り
の
面
積
を

ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
他
の
児
童
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
、
児
童
一
人
当
た
り
の
面

積
基
準
を
１
・
６
５
平
方
メ
ー
ト

ル
へ
順
次
広
げ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

旭
小
学
校

に
移
転
す
る
児
童
ホ
ー
ム
の
児
童

一
人
当
た
り
の
面
積
に
つ
い
て
は
、

１
・
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保

し
ま
す
。
他
の
児
童
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
待
機
児
童
の
状
況
を
注

視
し
、
地
域
ご
と
に
待
機
児
童
が

見
込
ま
れ
な
い
状
況
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
国
基
準
の
１
・
６
５
平

方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
学
校
で
の
マ
ス
ク
着

用
が
当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
が
、

体
育
の
授
業
や
登
下
校
時
に
お
い

て
も
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
熱
中
症
の
危
険

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
保
護

者
が
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
息
苦
し
さ
や
体
調
の
変
化

を
感
じ
た
と
き
に
、
自
ら
マ
ス
ク

を
取
る
と
い
う
選
択
や
判
断
が
で


